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基礎・基本を 重視した問題解決能力を 育てる授業の 工夫 
  方技・小数の 導入を近して   

浦添市立熔 城 小学校教諭 仙 口 甘 子 

1  テーマ 投 定理由 

「先生，これかけ 算でするの ? 」 「たし算でやってもいいの ? 」と与えられた 問題を前にして 

がやがや 大 拉ぎをしながら 教室のあ ちこちから声が 缶 いてくる。 

算数の授業でよく 見受けられる 我が学級の状況であ る。 いったんつまずくと ， 自ら起き上がろ 

うとはせずに ，教師に手助けの 合図を求めてくるのであ る。 

毎日の授業実践の 中で感じることは・ 「あ の場面では， この素材を生かしたほうがもっと 効果 

があ ったのではなかっただろうか。 」など反省することがを 汝 あ る。 満足のいく授業をめざして 

試行錯誤を練り 返してきたがなかなか 思うようにはかどらないのであ る。 そこで原因がどこにあ 

るのか追求してみると 次のことが浮かびあ がってきた。 

① 計算問題のような 技能的な学習は 励むが，思考的な 問題となると 消極的であ る。 

② 既習学習を生かした 自力解決学習が 弱い。 

③ 学習問題の忘 味 理解が不十分であ る。 

と ・いうことから ，上記の問題点となっていることを 克服する指導の 方法としてのてだてを 考え 

てみたり 

0  単元ごとの基礎的・ 基本的事項のおさえをする。 

0  分数・小数における 意味 指 音を十分にする。 

0  発問の仕方を 工夫する。 

0  な入時の素材の 便 ぃ 方を工夫する。 

0  児玉の思考を 促す教具を工夫する。 

などのことを 踏まえて，授業を 組織し辰明して い くなら ぱ児 五の学習に向かう 姿勢にも変化がみ 

られるであ ろう。 また， 児 五一人一人に 自主 桂 のあ る学習活動がみられるのではないかと 考える。 

新指導要領でも 強調されているよさに「自ら 学ぶ意欲 と 社会の変化に 主体的に対応できる 寅 俺 

や能力を育成するとともに ，基礎的・基本的な 内容を重視し・ 個性を生かす 教育」の必要性をね 

ち いとした背景には ， 21 世紀を担う 児 五一人一人が ， 正しい判断力や 豊かな表現力をもって 社会 

情勢に対応できる 子を育成することがねらいとされている。 

このようなことから ， 日々の授業においても ，学習の土台ともいわれる 基礎・基本を 重視し 児 

Ⅰが納得して 進められる学習の 展開をしながら ，ねらいとする「 児 五一人一人が・ 自ら学ぶ目標 

を 決め・自ら 経 検したり，既習の 知識として身につけたものを 用いて・適切に 判断し表現したり 

できるような 力を育てる」を 浸透させるとともに ，本校の教育目標の 中にも仕口づけられている 

「しっかり考える」と 併せて， 本 テーマ「基礎・ 基本を重視した 問題解決能力を 育てる授業の 工 

夫」を設定した。 

一 45 一 



(3) 指導ポイント 

算数の授業で ， 児五が 生き生きと活動するのはどういうときだろうかと 考えた 時 ，まず 思 

うことは本時の 学習問題がよくわかり 解決できたときであ ろう。 

いきいき活動できるということは ，楽しく学習ができたときであ る。 それは，①よくわか 

るとき・②よくできるとき・③考えるたのしさが 味わえるとき ，④手足を使った 操作や助 作 

がともなったとき ，児童は授業に 集中し・熱中し 意欲的になり・いきいきと 活動するの 

問題解決も児童にとって ，解決してみたい ，解決せずには 落ち着かないなどのように 出 

会った問題が 児童の解決意欲を 喚起するものでなければならない。 

そこで，問題解決学習を 進める中での 効果的な指 寺の ポイントどして 次の点に留意する。 

① 授業前 

・ 本 単元でどのような 知識や技能を 身にっ け きせるのか視点刮目標を 明らかにする。 

・教材研究，教具等をそろえ 診断テストを 通して児童の 実態を把握しておく。 

② 授業中 

・自力解決の 時間を十分に 確保してあ げる。 

・ 机間 措辞でのワンポイントアドバイスを 個別に与える。 

( 助言・指示ガード ，ヒントカードなど ) 

・指導後は必ずどこまでできたのか 確認をする。 

・自力解決中は 努めて教師はよけいなことはいわない。 

③ 授業後 

・ 児 五一人一人の 学習記録を取り ( どのように考え ，どこでつまずき ，どう変容したか ) 

チェックしておく。 

・児童の授業における 感想や自己評価も 取る。 

④ 個別指導上の 留意事項について 

・児童の実態 ( 興味・関心，数学的な 考え方・見方，既習事項の 定者 度 ) 予想される 

つ まずき，反応などを 調べておく。 

  自力学習する 場面を構成しておく。 

・全体の様子に 目を配りながらも ，個別指導に 時間をかけるようにする。 

・ 児 黄の目の高きで ， 児 五の表情を見ながら 助言を与えるようにする。 

・問題の意味をつかんでいない 児五 には，具体物を 操作しながら 措辞する。 

・均一的な指導ではなく ，個々にあ った 指汀 のしかたであ たる。 

・問題解決能力の 商い子には，深化学習ができるように 間短を準備しておく。 

・まとめの場面では 自分の言葉で 記録させ，点検し ，指導する。 

一仏 一 



㈲ 間柱解決学習のパターン 
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3  集 拙科 の 笘珪 ・ 笘 * 

木 とは，学習でとらえさせなければならない 原理や法則 ( 考え方・見方 ) であ る。 

算数の指導では ，基礎的・基本的内容を 児 五が 主体的に学習や 生活に生かせるものであ り， 

また自己実現に 役立っものとしてとらえ ， 指 なを重視する 必要があ る。 

基礎・基本を 身につけることは 児五 にとってどんな 意味をもち，どんな 価値があ るのか。 

「 "" Ⅰ‥ " Ⅰ。 ⅠⅠ‥ " Ⅰ " ト Ⅰ‥ⅠⅠ‥ " Ⅰ‥ⅠⅠ‥ ト " ‥ⅠⅠ‥ⅠⅠ‥ⅠⅠ "" Ⅰ‥Ⅰ 1 ‥Ⅰ ヰ ‥Ⅰ "" ⅠⅠ "" ヰ ‥ⅠⅠ‥ⅠⅠ " Ⅰ "     
  

O 1   基礎的・基本的内容は 児童たちの豊かな 自己実現に必要であ る。 

10  数学的な考え 方や算数への 関心・意欲・ 態度が育っていく。 
  

10  児 まの現在や将来の 生き方にもおおきな 杉井力をもってくるものであ る。 
  

  

  

    

㈲ 算数における 評価 

児童の数学的な 考え方を伸ばして い く上で，評価は 大まな役割をはたしているといえよ う 。 

また，評価をする 時は ，児 ま一人一人の 数学的な考え 方のよさや発展の 可能性をみけだして 

いくことが大切であ ろう。 

評価の意義として ，評価きれるものに 対して努力する ，評価が人間形成に 役立っものであ 

ることなどがあ げられる 0 また，評価によって 教師自らを振り 返るよい機会でもあ るの 

⑥ 評価の基準として 

柏村評価                                                             5 段階評定，得点，順位 

絶対評価                                                             目標準拠評価，到達度評価・ 達成度評価 

個人内評価                                                             過去の成 紋と 北枕し，進歩の 度合をみる。 

⑥ 評価の種 頽 

診断評価                                                             授業前で指ガ 計画の立案に 役立てる。 ( 既習 ま 項 ) 

形成評価                                                             学習課題の習得の 程度をつかみ ， 未 習得部分を っ 

かむ。 

総括評価                                                             単元や領域が 終わった 時 ・期末，学年末にまとめ 

て 行う。 

評価の留意点として 

・児玉の数学的な 考え方の表れを 適切にみる。 

・一つ一つの 数学的な考え 方に含まれる ょ きを認める。 
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4  分 接 ・小社の 謹硅 ・ 笘本 

Ⅰ
 

分
 

拉
 

  

数
 

 
 

 
 

 
 

基 礎 

⑥ 1 をいくつかに 等分することができる。 

⑥分数の意味や 表し方がわかる。 

⑥分数を数 直紬 上に表すことができる。 

  

  ⑥分数の記数法のきまりがわかる。 

⑨ 1 を 10 や介 することができる。 

⑨整数の表し 方がわかる。 

⑨ 十進数 のしくみがわかる。 

⑨小数の記数法のきまりがわかる。 

ま 本 
    

0  1 より小さい岩下の 大ききは「Ⅰをいく 

つかに等分した 1 つ 分 」を単位にして ， 

それがいくつあ るかの個数で 大きさを表 

す。 

0  「分母」 「分子」 

0  分数では，分子が 1, 2. 3 …と増え 

て分母と同数になると 基の大きさのⅠに 

なる。 

0  分母が同じとき 分子の大小で 分数の大き 

さを 比 校することもできる。 

0  1 より小さい数の 大きさを表すとき 0 ． 1 

を単位として ，それがいくつあ るかで大 

ききを表す。 

0  小数の数字は・ 0 ． 1 の単位の個数を 表し 

ている。 整数と同じように 同じ単位の個 

数を表す数字ど うし 計算する。 

0  0 ・ 1 が 10 個集まると 1 になる。 

0  告の位は 0 ～ 9 までの敬宇がならんで 

い る。 

0  小数のならび 方の腕序や記数法のきまり 

を位ぅ と ，大小の判断や 計算ができる。   
① 分拉 ・小数のねら ぃ 

分
 

数 
  

Ⅱ 数
 

  

0  簡単な 拐 合の分数について ，知りそれらを 0  具体的な測定の 拐を通して・ 端数部分の大 

適切に用 い 漸次 よ さがわかる。 きさを表すのに 小 拉が用いられることを 理 

0  端接 部分の大きさや 等分してできる 部分の 解する。 

大きさ等を表すのに 分数を用 い ，分数の表 0  小数の表示には・ 小故点が用いられること 

し 方を知るも や 由の位 ( 小数第一位 ) の用語の意味を 

0  同分母分数の 加法・滅法の 計算ができるこ 理解する。 

とを知る。 0  山棲の大小， 頑 方等 を拉直 無を用いて 仮べ 

て ，小数のしくみを 理解する。 

0  伍単 な % 台 は ついて，小紋の 加法・減法の 

計おができる。 
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v  授接襄甘 

第 3 学年 臆 数科学 甘指 4 案 

]  車 九名 山 拙 

2  単元の目 窩 

(1) 単位 且に滞 たないはしたの 且を表すのに 小数が用いられることを 知るとともに ，小数を用い 

た表し方とそのよさを 理解し．進んでこれを 用いようとする。 

(2) 小数も致 値摂 上に表せることを 理解するとともに ， 整 放との相対的な 大ききを把握し   致と 

しての理解を 凍める。 

㈹ 小数の位取り ， 捷成は つい理解する。 

(4) 用語「小奴」， 「小数点」， 「名数」， 「一の位 ( 小故第一位 ) 」の意味を理解する。 

(5) 小数の相対的大きさを 理解する。 

(6) 小奴 は ついても，加法，仮法ができることを 知るとともに ， 笛単 な % 台 は ついて，計算の 方 

法を理解する。 

3  単元なたの 珪由 

(1) 教材について 

小数の発生は ，液 Ⅰ ， 長さ ， 重さなどを測定した 時・どうしてもはしたがででくる。 

そのはしたをどのように 数値化したらよいかというところから ，生まれてきたものであ る。 

小数のな入には ， 連枕 Ⅰから入りそのときでてくるはしたの 且を，単位を 10 等分した新しい 

単位で測っていき ，それでも，はしたがでれば ，また，その 単位を 10 等分して新しい 単位で測っ 

ていく ゥ こうして・はしたのⅠが 生まれる度に ，単位を 10 年分して新しい 単位を作っていくこ 

とが，小数の 意味・理解では 大耳であ る。 

単位Ⅰを次々 10 年分していくことは ，整数と同じ 十進甘造 であ り   小数は十進位取り 記数法 

であ り・整数は小仮の 仲間であ る。 

(2) 児童 は ついて 

児 黄の日常生活の 勒面では，小数で 吉 き 表されたもの ( 身長・体重・ 視力・気温・ 電池等 ) 

があ り，そのものの 意味はあ まり理解してなくとも・ 田 いたり見たりしているので「小数」の 

学習にはかなり 興 味・閑心をもって 取り組むものと 思う。 

また，体育の 学習で走り福助 ぴの 測定を経検してきていることからも ，親近思をもって 臨ん 

でくれものではないかと 考える。 

これまでの「整数の 表示」とは少し 失った数表示ではあ るが「小故のよさ」を 味わわせなが 

ら学習を進めていきたい。 

(3) 指 むほついて 
  

これまでの世の 学習では・ひとつひとっがばらばらに 分かれ   Ⅰ 個 ， 2 個・ 3 個と数えられ 

ることのできる 分離且や水などのようにつながった 運 航五等であ った。 

連航 Ⅰは，そのものを 測る容器や測定 物 が必要となり ，また，測ったときで る 「はした」 の 

Ⅰの取り扱いが 本 単元の学習であ る。 
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児五 はこれまでに ，長さで cm( センチメートル ), かさで 2dl( デシリットル ) の学習をし 

ているので，素地はできている。 

ここでは， 液 且の測定を取り 扱って，整数の 表し方の考え 方と 拮 びつけて，小数の 表し方や 

しくみを理解させ ， 笛単 な計算ができる 能力を伸ばしていきたい。 

(4) 評価の視点 

関心・意欲・ 態度 数学的な考え 表現 。 処理 

0 小数の表し方のよ 0 長さやかさのはし 0 はしたを小故 を用 

さに気づき，必要 たを数で表すに いて表すことがで 

に 応じてこれを 進 は・単位コを 10 等 きる 俺 

んでもちいようと 公 して，そのⅠ つ 0  小数どうしの 加減 

する。 分を単位としては 計おができる。 

したを表せること 

に 気づく。 

(5) 本 時の板吉例 

知経 ・理解   

0  はしたを，小数を 

用いて表せること 

がわかる。 

0  小数に関する 用語 

れらを使 う ことが 

    0% 味を知り ，そ 

できる。 

  

w 学習問題   学習 課用   シヤンプ一のⅠ ( 図 ) 

はしたの部分はどの 

よ う に表したらよいか   考えてみよう。 

女 予想 女子 想 ( 何を使 う ) 

1 L 分数ものきし 

I d l d l ます 
Ⅰ d  1 1d  1 (  ) 

5 d 1 します 

1@ 8@ 0ml   
まとめ 

( 児 五の言葉で 宙 かせる。 ) 
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診断テスト ( 小数 ) 

3 年 租 

1  つぎのかさや 長さはいくらでしょう。 

Idl 

2  下の数値 楳のア，イ はいくらでしょ つ 。 

0   

                    1  ウ 

ラ イ Ⅰ イ Ⅰ 

(  ) く ) 

Ⅹ アとイ はどちらが大きいでしょうか。 不毎号であ らわしましょう。 

  
(cm) 2 Cm  5 ㎜ 二 

3  (  ) 中のたんいになおしましょう。 

l cm 二 (mm) 1 L 二 (d  l ) 

4  つ ぎの問題に答えなさい。 

① 1 0 0 0 を 3 こ ・ 1 0 0 を 5 こ ， 1 0 を 7 こ ・ 1 を 8 こ あ つめた敏はいくらでしょう。 

1 ② n 0 を 8 こ ， 1 0 を 0 こ ， 1 を 3 こ あ つめた致はいくらでしょう。 

     
 

さ
 

な
 

し
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つ
 

せ
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と
 

こ
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し
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数
 

な
 

ん
 

ど
 

ま
 

 
 

 
 

5
 

Ⅰ O 

  

6  ジュースやミルクのりょうをはかる 時 ，何を使いますか。 

7  つぎのけいきんをしましょう。 

3 + 4 6 + 7 1 9 + 3 8 一 2 

2 5 一 Ⅰ 3 3 6 一 2 8 
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診断テストの 結果 
調査対象者 35 名 
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1 としてのとらえ 方が十分では 

ない。 

0
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数の大小比較がはっきりとらえ 

ていない。 
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数 の桂皮がはっきりわかってい 

ないようだ。 
O
 

O
 

3 Ⅰ 4 

Ⅰ 5 20 

19 15 

32 3 

89 
  8033,  八百 0 玉 十の位の空位をとらえていない 

のと位取りがわかっていない。 

43   

Ⅰが g こ t0 あ つまった 

1 つ 分 ・ m0 分の ) つ分 

  

ヵ 在荘 切し ； 吠肋鴇く ，正答率が低い 

0
 

54   

曲 ) まかり，分数 

荻直は ， 分 温ものさし 

ほとんどの子が「かさ」につい 

ての学習が不十分であ る。 

 
 

0
 91    Ⅰ 2.  1 3+4 を 3x4 とした子が 2 名あ り。 
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5 % 甘 指導甘ロ (9 時 曲 ) 

小 単元 
一 

診断テスト実施 

ほり おこ し 

1 はしたの大き 

さの表し方 

2. 小数のしくみ 

3 小数の計算 

4  まとめ 

学 習 活 動 

固
 

f
  

 
む
 

指
 

習
 

学
 

て
 

し
 

施
 

実
 

な
 
る
 

ト
て
 

ス
立
 

テ
を
 

O
 

指導のねら ぃ 

・診断テストでの つ まずきを博正 

する。 
  

0  シャンプ一の 且を dl ますで測定 ・はしたの且を 小拉を用いて 表す 

した時の ldH に 帝 たない且の表 こと。 

し 方を考える。   

  1 を 10 年分した 1 っ 分が再で 0     

ということがわかる。   
0  いろいろな且のはしたを 小数で ・小数についての 理解の拡充をは 

表す。 かる。 ( 長さやかき ) 

◆仮首問題 ・プリント学習 ( 評価に使用 可 ) 

0 数百綿上に表された 小数の大き 

さを考える。 

0 小数の用語を 知る。 

0  小数の位取り。   
0  紋 としての小数を 敏直根上に表 

し、 小数の 棚 成を知る。 

  小数の敢直線表示 

  
・小数の甘皮と 大小比較、 相対的 

な大きさ 

0  小 敢の加減計算の 方法を考える。 

◆練習間短 

，小数の加減計算のしかたがわか 

る。 

， プリント学習 

る
 
。
 

す
ト
 

を
ス
 

 
 と

め
 

ま
と
 

の
ま
 

一
元
の
 

一
 単
元
 

-
 「
 
単
 

一
 O
 
O
 

・学習成果の 判断をする。 

・学習評価 

一 ・ 6 Ⅰ 一 

  



一 6 * 時 の 指 町 2 9 

㈹ 本 時のねらい   

や 読み方を知る。 

(2) 授業仮説 

1 に満たないはしたの 大きさを表す 時に・既習の 学習を想起させ ，基にする大きさを t0 等分 

したⅠ つ 分を単位として ，それがいくつあ るかを小数で 表すことがわかれば・ 自ら考え解決し 

ていこうとする 児 五の姿が見えてくるであ ろう。 

(3) 展枕 ， 

@Sf@ @@n|@ ・ tSK@ I@ @@@@@@@@@@@ |@ HE@ fi Ⅰ 

自
力
 

握
 

由
丘
 

把
 

題
 

 
 

①問題の提示 

この容器に入っているシャンプ 一のⅠはどれだけでしょう。 

昔 予想 ・ シャンプ一の 且の見当をつ 

1 L けさせる。 

I d@ 1 

1@ 8@ 0ml 

0 かさをはかるには ，何をつ 

かったらいいでしょう。 

持 L マス 

昔 d  l マス ・はしたの部分は 教師ではか 

0  はかってみましょう。 ってみせる。   

学習課題 

はしたの部分はどのように 表したらよいか 考えてみよう。   
②考えてみよう。 ， 分 奴での学習を 想起きせる。 

  

ム 問題を把拉す 

ることができ 

たか。 

ム はしたの部分 

にきづくこと 

ができたか 俺 
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0  ど う したらはしたのかきが ・いろいろな 方法で考えさせ ム 既習の学習と 

わかるでしょ つ 。 るウ 拮 びつけて 考 

解 士分数ではかる。 えることがで 

3   3   
きる 0 

5  "  1O ・①ではかったかきを 図にし 

百分数ものさしを 使う。 
て 掲示して考えさせるⅠ 

決 

  
・ 机間指 な 

0  自分の考えた 方法で解決し 

てみよう。   

③発表する。 ，発表者の説明をしっかりⅡ 

比 
0  自分の考えをきちんと 発 かせる。 

表する。 

較 1 を 10 等分した 1 っ 分を   
検 

告 といい，また ， 0 ・ 1 とい ( れいてん 一 デシ l; ッ トル ) 
ム はしたの大き 

いう。 
さを小数を用 

甘刊 ～ 目 
い て表すこと 

ができる。   

④まとめようの ・ る自 ノートにまとめさせる。 ム 共になる考え 

ま 
0  今日の学習をまとめてみ と 結ひ つけて， 

よう。 はしたの大き 

と 
1 に 滞 たないはしたの 数   まとめたことを 読ませる。 さの表し方を 

め 
まとめること を ｜ ま 1 を I 0 億 分 し た 一皿 1 

ができる。 
0 Ⅱとし表す。 
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7  実益 を枝 えて 

㈲ 技 業者の反省 

・ 児 まには本時の 学習に対する 興味・閑心を 与えるために 導入に使う素材を 袋に入れて臨 

んだのは効果があ った とほ、 う 。 

・問題文を作成する 時，素材をどうするかで 迷ったが 児 五の生活の中にあ って ， 使って い 

るものということでシャンプーを 取り上げてみた。 しかしながら ，色をつけてなかった 

ので後ろの方は 見えにくいとの 声があ ったので急きょ 色をつけた。 

・ 問題把握は予定通り 流れてきたが・ 自力解決の拐で 既習で学んだ「はした」の 表し方を 

すっかり忘れた 子がいてすんなり 入ることができなかった。 

  ヒントカードに 使うはずのプリントがバループにまわっていつの 間にかグループ 学習に 

変わっていた。 

・分数ものきしを 使って「はした」を 測るということで 進めたのに，分数ものさしの 使い 

方を忘れて・ものさしをもっておろおろしている 子もいたので 個別に指導した。 

(2) 感想・意見 

0  ヒントカードはワークシートに 吉き 入れてもよかったのではなかったか。 

0  自力解決の場面で ，児童の学習への 取り組みがやや ね そかったような 気がしたがそれは 

分数ものさしの 使い方がわかっていなかったのではなかったか。 

0  教師の説明が 多すぎたように 思う。 もう少し控え 目にしたほうがいい。 

0  シャンプ一のⅠを 図にしてみせていたが「はした」だけでなく 全体も掲示した 方が効果 

があ る。 

一皿 O ュ 二 0 ， 1 と 言いていたがはたして = で 拮 んでいいものか 0 この場合は「と」や「は」等 

で 説明した方が 適当だと 思、 ぅ 。 

0  2d1 と 0 ． 3d1 を 児 黄の声で 2.3d1 ともいうでまとめていたが・はやいのではないか。 

0  かさは何を使って 測るのかという 仮門に男の子が「重さ」でと 言っていたが ，認めてあ 

げてもいいと 9 。 う 。 

0  児 まは 荻栢 的に学習に参加し ，自分の考えや 意見などを述べていたの 

(3) 措辞助言 

・反省の中にもあ ったが・ 児黄 がはっきり見えるように ，色をつけてみせる 方が思考する 

のにもよい。 

・小数も十進 数 であ ることを 児 まにしっかりわからせるとともに 数の大きさを 押さえるこ 

とが大才であ る。 

  どの教科でも 同じで基礎・ 基本をおさえ   既知の学習から 未知の学習へと 展開をしてい 

くことが大卒であ る。 

・ 児五に 自由に発想きせ ，多様な考えを 引出し，教師の 意図する方向へもっていくこと。 

  自力解決の場では ， 児 まにしっかりした 手がかりを与えておこなれせること。 
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V  研究のまとめと 今後の擦 虹 

]  Ⅰ尭のまとめ 

「基礎。 基本を 且規 した問題解決能力を 育てる授業の 工夫」という 研究テーマの 下で「基礎・ 

基ホ を 生かした学習 指 なはど う 組織すればいいのか。 」 「間短解決学習の 中で自力解決の 場をど 

ぅ 生かすか。 」 「単元の幸人で 効果的な素材をど う 活用すると いい のか。 」などれ ろい ろな面か 

ら 検討しながら 研援 に取り組んだ。 検証授業では． 児 まの身近にあ るシヤンプーを 素材にして尊 

人をはかった 所かなりの 興 味を示していた。 児 五の生活の中から 素材を選択するとかなりの 関心 

をもって学習に 臨むことがわかった。 そういう意味においては ， 汀入 と素材の曲係は 必要不可欠 

であ ろう。 

また，基礎・ 基本が正しくとらえられていないと 学習に大きな 支 % を 期 たすことがわかった。 

学習に入る双に 診断テストを 実施し 児 五の既習における 学習度を把握して 指導計画を立てるこ 

とによって 無 片や無理のない 学習が展 弗 されるものであ る。 

2  今後のⅡⅠ 

きめ細かな教材研究がなされることでより よ い授業実践が 祖抜 されて い くことが実証された。 

短期間の研 佳 ではテーマを 厄 めることは 幾 しいがあ る程度の逆 筋 をたどることができたことは 研 

究の成果であ る。 今後の森 俺 として，自力解決の 場における教師の 効果的な助言の 与え方も工夫 

して学習活動が 活発になるよ う に研究していきたい。 現拐 での授業実践を 操り返しながら．残さ 

れた 課 牡の追求にあ たりたい。 

3  % わりに 

4 カ月間という 短い期間でしたが・ 研究に，所格 に ，そして 所外研や 講演会などに 参加して   

かなりハードなスケジュールをこなしてきたが ， 収綾 もそれなりに 付 ることができた。 

季節も残廿からはや 冬に変わり，入所した 時よりも身も 心もふっくら ほ ころんで豊かになった。 

研究仲間 7 名がそれそれ 教科は異なるがいつも 一人一人が良きアドバイスを 与えてくれた。 それ 

が大変大きな 支えになって ，全員が無事に 研接を終えることができた。 毎日が進歩のあ る日々で 

あ った。 木所在の 技 会を与えてくださった 教育委貫合・ 研究のむきにおおきな 手をきしのべてく 

ださった研究所の 所貝の皆さん ，そして，教科 指 な貝の伊江海 美 先生に感謝とお 礼を申し上げま 

す。 

ぢ考 文拭 ・ 田 古文材 

算数授業の新反曲 議庄 

算奴 教育の基礎 理拾 

問題解決の指 穏 

数学的な考え 方と問題解決 ( 研究理 計 ) 

算数放学教育実践講座 1 

小学校算数 指 な喪神 

指導計画の作成と 学習指導 

水道方式入門 

算拉 指導の ヒケッ 

遠山 啓 ・銀林 治綿 

片桐重男 絹 
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